
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

今年もあと僅かとなりました。皆さんにとって今年はどのような年だったでしょうか。寒暖差が激しい

日々が続きますが、感染症対策および体調には十分に気を付けていきたいものです。 

  進路関係としては、高等部2年、3年の現場実習が、例年と異なる形式での実施 

となりましたが、多くの事業所にお世話になり、無事終えることができました。保護 

者の皆様、御協力ありがとうございました。 

今号では、現場実習のまとめと、先日行われましたPTA主催の町田市との懇談会 

の報告やA部門中学部のキャリア教育についてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより  

                                        都立町田の丘学園校長 緒方 直彦 

                              進路指導部 第６号 令和２年１２月２５日 

日発行 

 

～現場実習のまとめ（A部門高等部）～ 
３年生の生徒４名は、７月から１１月にかけて２～３回の現場実習を実施しました。高校に入学した当初は

「進路」や「実習」という言葉に前向きなイメージをもつことが難しかった生徒たちでしたが、今年の現場実習

には前向きに臨み、進路を自分のこととして考え、希望を出すことができました。学校生活も残り僅かですが、

生徒の可能性をさらに引き出していきたいと思っております。日頃から御協力いただいている保護者の皆様、

温かく実習を受け入れてくださった関係機関の皆様、本当にありがとうございました。 

２年生はⅡ期に４名の生徒が現場実習を行いました。昨年度は１日間での実施でしたが、生徒それぞれが緊

張感をもちながらも、３日以上学校から離れての実施となりました。初めての環境で普段以上の力を発揮する

ことができました。また、夏休み中の見学や体験を行ったことで様々な進路先について学ぶことができました。

これからは自分に合った仕事や環境を考えていき、更に卒業後に向けて必要な力を伸ばしていきます。保護者

の皆様、関係機関の皆様には、多大なる御協力をいただきましたことを心より御礼申し上げます。 

～現場実習のまとめ（B部門高等部）～ 
4月当初の休校決定を受け、3年生は進路を決めていく上で、大変大きな試練を受けました。今、思い出して

も、辛い、苦しい気持ちが蘇ってきます。しかしながら皆様のお力添えにより、7月の学校生活再開と同時に現

場実習をスタートすることができ、この 12 月までには概ね一人 2 回の実習を行うことができました。そして

一人ひとりが実際に働くという経験を基に卒業後の生活のイメージを掴み始め、現在、各家庭より進路希望の

表明をいただく段階に至っております。未曾有のコロナ禍、これまでに経験のない状況、緊急事態の中であって

も、たくさんの方からの知恵と思いやりをいただき、今日を迎えられておりますこと心よりお礼申し上げます。

今後、年明けにも実習を予定している方もあり、学校としましては、最後まで御本人に合った環境を御家族と探

して参りたいと思います。引き続きお力添えのほど、お願いいたします。 

2 年生も、Ⅰ期にインターンシップができないまま、Ⅱ期の現場実習に臨みました。福祉事業所は２～3 日

間、企業は５～10日間取り組みました。福祉事業所での実習は、事業所の方に趣旨を御理解いただき、教員の

付添なしの時間を設定させていただいた生徒もおりました。動きを伴う仕事の方が向いていると思っていた生

徒が黙々と細かな作業に取り組み、にぎやかな雰囲気が苦手な生徒が自分から集団に参加するなど、新しい面

を見せてくれた生徒もいました。また、企業で実習した生徒の中には憧れの仕事と適性は必ずしも一致しない

と気付いた生徒もおり、来年度の進路選択・進路決定に向けて有意義な実習になったと感じております。 

年明けに実習に行く生徒もおります。また、来年度に向けての進路希望調査も集約しているところです。 

来年も引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 



～Ａ部門中学部におけるキャリア教育～ 
今年度の取組について 

 

A 部門中学部では「自信をもって主体的に」を目標に、例年、宿泊学習及び校外学習（公共施設

の利用と見学、公共交通機関の利用）、インターンシップ（中２）、交流行事（高齢者デイサービスと

の交流、副籍交流）、各教科領域での学習等に取り組み、将来を見通した体験的な学習を行っていま

す。今年度は新型コロナウィルス感染症拡大予防のため、実施できませんでしたが、来年度に向け

て、安全第一に計画を進めていきたいと考えています。 

 

学校内での取り組み（係活動、日常生活の指導、自立活動） 

日常生活の指導時間などに「プリント取り」「電気点け」「掃除」等の係活動を設定し、「できる経

験を増やし、主体的に活動する気持ちをもつ」ことをねらいに係活動を行っています。 

・生活単元学習における取組（自己紹介・掃除・旧校舎から新校舎への移動による学習環境の変化

に関する学習・買い物等）   

・オンラインによる会社見学（日本マイクロソフト株式会社） 

・高等部1日体験入学 

 

部活動（スポーツ部） 

今年度から、昨年まで高等部のみで行ってきた土曜日の部活動に、小中学部も参加できるように

なりました。年上の生徒が自然と年下の生徒に声をかける場面があり、また保護者が参加する活動

もあり、幅広い年齢層が楽しく交流する場となっています。スポーツは卒業後の余暇活動にもつな

がりますので、今後もたくさんの生徒に参加していただきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A部門 高等部 ２年 

◆本町田わかくさ保育園  

人と関わる仕事を体験できて、進路の選

択肢を広く考えられるようになりました。 

B部門 高等部 ２年 

◆美術工芸館 

キャンドル作りをして、大きな声で返事をするこ

とや片付けを頑張りました。次の目標は言葉づかい

を直すことです。 

B部門 高等部 ３年 

◆はま寿司 

店内清掃と仕込みの仕事をしました。土日の仕事

は、お客様がいっぱいで忙しくて間違えてしまうこ

ともありましたが、もし働けるようになったら頑張

りたいです。 

B部門 高等部 ３年 

◆MERRILY（メリリー） 

ショッパー配りを頑張りました。ペット

ボトルの回収が楽しかったです。２回目の

現場実習だったので緊張しなかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市との懇談会 アンケート 
・保護者の発表で登校出来ずにいる生徒と学校の関わり方は、とても参考になりました。それと同時に共感

できることも多くありました。欲しい情報までのたどり着きやすさは本当に重要であると思います。町田

市福祉課の方々には丁寧に回答頂き感謝しています。 

・コロナの中、今回はオンラインでの対応もあって学校に来ることが難しい方の参加も可能になり、より身

近なものと感じられました。対面での開催もやはり大切だと思いました。 

・保護者の切実な想いを市の担当に伝えられる場に同席させて頂き、大変勉強になりました。ありがとうご

ざいます。今後、かみあった話し合いにしていけるように知恵を出しあっていきましょう。今後とも保護

者PTAの力、知恵をいただきながら子供達の学ぶ環境、生活の環境を改善していきたいと思います。共に

働けたらと思います。 

 

PTA主催 町田市との懇談会 報告 
 

毎年恒例となりました、町田市との懇談会が１１月１６日（月）に開催されました。町田市からは障

がい福祉課より４名の御出席をいただきました。今年度はコロナ禍のため、会場のまちおかホールとオ

ンラインで多くの保護者をつなげた中での懇談会になりました。詳しくはPTAからの報告書にてお伝

えいたしますが、簡単に紹介いたします。 

１ 緒方校長より、「都立町田の丘学園の現状と課題」と題した挨拶、 

および学校紹介をさせていただきました。 

２ 保護者から以下の質問を出し、回答をいただきました。 

（１）児童精神科について 

（２）医療機関受診について 

（３）日中一時支援事業について 

（４）日常生活用具について 

（５）生活介護事業所について 

（６）通所に関する送迎について 

（７）生活用品配送について 

（８）医療的ケア児・重度心身障がい児について 

 

2  コロナ禍における生活をテーマに保護者が発表を行いました。 

〇「コロナの影響による自主休学中の学校や周囲との関わり」 

  ＊オンラインによる発表でした。 

 

３ 講演 

町田市におけるコロナ対策について、障がい福祉課の岡様より講演をいただきました。 

                                 

 

今年はコロナ禍ということで開催自体が危ぶまれていましたが、ＰＴＡ役員の皆様、そして町田市障がい福

祉課の皆様の御尽力により、オンラインを併用して開催することができました。保護者の方々が抱えてきた悩

みや思い、そしてこの時代だからこその大きな悩みをオンラインにて発表していただき、保護者の方それぞれ

の想いに気づくことができる良い発表でした。障がい福祉課の皆様と直接やりとりができる機会は、とても貴

重です。来年度も社会の状況に応じた形での開催を目指していきたいと思います。 

 

アンケートの感想を一部掲載させていただきました。 

 



町田の丘学園進路だよりでは、地域の施設や支援機関、保護者の皆様からの情報をお待ちしております。 

掲載希望の情報がございましたら、進路指導部 までお寄せください。 

＜東京都立町田の丘学園＞  【電話】０４２－７３７－０５７０ 【ＦＡＸ】０４２－７３７－０５８０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 


